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日本の航路図

1.航路図とは

一般の船(客船・荷船等〉が常に往来する船

の道筋を航路といい，これを地図に記入したも

のが航路図である(特定の船が航海した航跡は

航海図で航路図ではない〉。この航路図は海路

図とか航路絵図ともいわれ，普通は各港聞を線

でつなぎ，原則として港距(両港聞の距離)と

方位とが記入されているC

この航路図を大別して， (甲〉航路を主とし

て記載し、地図そのものの地形や河川|・道路・

集落等にこだわらないものと， (乙〉一般の地

図に航路を書き入れたものとがある。普通に航

路図といえば前者(甲〉を指すのであるが，一

慨に斯うとはし、L、切れないのである。即ち両者

をよく調べて見ると、後者(乙〉の方が細かく

航路図が記入され，却而前者(甲)の方が大雑

把なものがあり，時には航路の書き入れがない

のもあって，何れが航路図かわからないのが実

状である。本稿ではとに角(甲〉を中心とし

て，江戸期のものについて述べる事とする。

尚航路図(甲〉には，港への出入並に船繋りの

難易，その他灯明台・船番所等が記されている。

しかし(乙)の方にはこの記入のないのが多い。

第1表行基式日本図各種
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2. 航路図の起源と沿革

我が国は四面環海の島国で、しかも千数百年

前から己に高度の文化国家を形成し、奈良時代

には日本国の地図も出来て居り、爾来海を隔て

て遠く陪・唐・粛慎・勃海・朝鮮・蝦夷方面と

の交渉があり，その航海の記録はあるが残念な

がら航路図はないのである。

平安時代には京都を中心として 7つの海道

〔東海・東山・北陸・山陰・山陽・南海・西海

(山陽道につづく)の7海道〕が定められ，本

州、1.四国・九州その他の島々を結ぶ海上には，
夫々航路が記入されている。これが我が固にお

ける航路記入の最初であり，航路図の起源であ

る。当時の日本地図は，奈良時代の行基菩薩作

と伝えられる行基式図である。又我が国に残存

している最古の日本図は，桓武天皇の延暦24年

( 805)のもので，矢張り行基式である。これ

ら古代の日本諸図に描かれている 7海道の航路

には多少の相違がある(第1表及び写真第1・

第2参照)。

これを起源として地図の発達と共に，特に江

戸時代に入って，日本図は元より地方図或は国

々の地図等が多作され，これに海運の発達と棺

侯って，諸地図に航
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路が記載されるよう

になり，ついで専門

の航路図が作られる

ようになった。これ

らの航路図は，はじ

めは手書きであった

が，後には印刷刊行

されるようになっ

還暦翌年早ω5)(手書〕 ~l~L一一 ~I_I~I_I~I_I三一 O
陪民招日提本寺国蔵正統図(手書)10 01 10101010 

実官主官房瓜(手書〕 0101 10101 10 

実ザ皇子宮高志版〉 01 101 101 101 10 

実辛駐図(木版)101 101 1 101 10 

史官葉自E統図(木版) 0101 101 1010101 10 

発大心日寺本蔵国!完風【圭童101 101 101 10 

⑧ 明国に流出した行基式日本図には伊政一塁前の航路図が入っている
(日本一鐙所載〉

た。

3. 航路図の手書

と印刷の社会性

航路図は元来船乗

り達が用いるもので



あるが，海運関係者その他の人も利用する事が

あり，可なりの数が必要である。所がその初期

は手書であるから，その書写が面倒で数多く作

れなし、。従ってこれを書写した特定の人だけが

利用し得て，他の多くの人々にとっては高根の

花という事になる。即ち手書では社会への普及

性が少なし、。つまり社会性が少ない事になる。

書写のものはその数が少ないので稀少価値があ

るとはいえないのである。こういう実用的のも

のは社会性があってこそ値打があるのである。

一方印刷即ち当初は木版，後には銅版も現わ

れるが， この印刷は所調多量生産が出来るの

で，同じものが多数の人々の手に渡り，普及性が

高い。即ち社会性が大きい事になる。従って実

用的のものは必ず印刷されねばならないのであ

る。考うるに一般の地図は江戸初期の寛永頃

に木版のものがあり，航海書は元禄がその初見

である事から見ると，航路図の印刷刊行は案外

遅いのである。即ち元禄より50年遅れた宝暦2

年(1752)に漸く大阪一江戸間の地方的なもの

が刊行されたのが最初である。これは小型の折

本であるがその後、独立の航路図も出版され、何

れも大いに利用されたので、あるO 即ち印刷物は

大いに社会性を発揮したのである。各表を見れ

ばわかるように，印刷刊行のものはその種類は

少ないが，これは社会性が大きい事を示し，手

書のものの数の多い事は社会性の少ない事を示

しているのである。

4. 航海書と航路図

我が国の航海書の最初は，元和4年(1618)

池田好運著の元和航海書であるが，これは南蛮

式即ち洋式航法で，御朱印船等が使用する外航

用のものである〔当時この種のもの二・三種あ

った。鎖国後延宝3年(1675) 島谷市左衛門

が，小笠原嶋に行った際には，この種南蛮式航

法によっている。しかしこれは幕命によるもの

で，一般航海者にとっては，無用の長物で，只

管沿海の可視航法であった〕。その後衣斐蓋が

寛文7年(1667)に調査し，延宝8年(1860)

に若わした海瀕舟行図は，我が国最初の沿海航

海書である。その範囲は大阪以西(瀬戸内海一

四国及九州沿岸〉の，所謂西国航路で全国的で
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はない。しかし各港の状況を精しく記し，甚だ

親切に出来て居り立派なもので，これにはキチ

ンと航路図が入っている。しかしこれは手書き

で伝写され社会性は少なかった。

江戸中期以降海運の盛行につれて，航海書も

印行されるようになった。その印行の最初は，

筆者の知れる所では，元禄15年(1702) r大日
本航路細見記」であれ次いで元文3年(1738)

刊行の「汐路之記」であるが，何れも西国が主

となっている。その後幕末に到る迫に全国的の

ものが出版され，尚海運の発達と共に沖乗りが

多くなり，天文航法の航海書も出来たが，残念

ながらこれらには航路図が記載されていない。

宝暦2年(1753)に大阪一江戸間の地方的のも

のであるが「南洋湊方角之図」が出版され，次

に明和4年(1767)には下関ー松前航路の「北

海湊方角之図」が刊行され，つづいて刊年不明

だが「西国海岸一覧」及びその他を併せて，天

保13年(1842)に「大日本航路図上・下」折本

2帖が出版された。これは全国航路図の刊行の

最初であり又江戸期の最後でもあった。

尚天保13年刊「改正日本航路細見記」に挿絵

として日本全航路図があり，又各地域の航路図

も記載されている。しかし本当に航路図らしい

航路図は，東海の一部だけのものであるが，天

保11年(1840)刊の「改正東海舟程全図」であ

る。これは折畳式で利用度が高かったと見え

て，安政2年(1855)の写しが現存している。

又弘化2年(1845)に「新製東海舟程全図」が

刊行されている。

5. 航路図の分類

航路図の分類にはいろいろあり，装偵即ち綴

本・折畳・折本・巻物・扉風等，或は手書か印

刷か， 印刷にしても木版か銅版かの差異があ

る。又彩色の有無の事があり，彩色にしても手

彩か刷彩かのわけ方もあるが，ここではその航

行区域によって， 分類する事とする。下の如

し。

(1) 日本全域

(2) 地方広域

(3) 地方狭域

以上各海域について少し説明を加えよう。



(1) 日本全域

日本全域のものは江戸中期以降のもので， lk
い時代のものはない。これによって我が国海運

の様想がわかるのである。即ち江戸初期には全

域の海運が大した事でなかった事を示してい

る。その航路図は手書きの折本・折畳式又は巻

物で，その資料は甚だ少なし、。筆者等が各地へ

採訪巳行っても全国的のものには，余り出合わ

ないのである。これらの図は何れも手書きであ

るから社会性が少なし、。その印行されたのは，

前述のように幕末天保13年(1842)の「大日本

航路図上下」である。この航路図はよく売れた

らしし、。

航路図の折畳式のものは， 日本図形が歪みな

がらも日本地図なる事がわかるし，又一見して

全体の様子を掴み得る。しかし折本や巻物で

は，単に海岸線だけを表わしているので，全体

的の事は把握出来ない欠点がある。しかし図上

に船番所や灯台等が絵で描かれ，又海岸の凹凸

がわかり，局部的には便利である。方位は所々

に方位の印が記されている。折畳式には大型の

ものがあり，これらは狭い船中での使用には不

向であろう。しかし地上でいろいろ打合せる時

には便利である。所が折本や巻物は小型にまと

まるので，船用には好都合で、ある。

前記のように，我か国には全国的のものが少

ないというその理由は何であろうか?。察する

に，当時の廻船には全国に亘る海域に航行する

ものが少なく，日本海航路とか，大阪一江戸航

路とか等の地方広域だけの航海の為めであろ

う。その内西廻り航路が最も長い航海になる

が，それでも全域には及ばないのである。日本

全域の資料例は第 2 表及び写真第 3~第 5 に示

す。

(2) 地方広域

地方広域とは，瀬戸内海・日本海・東海方面

等可なり広範囲の海域を指すもので，この海域

には夫々の廻船が最も多く活躍した所であり，

瀬戸内海の如きは，己に桃山時代にその航路図

が出来ているのである。

① 瀬戸内海(合北九州・長崎〉

この水域は，我が国神話時代の国土創生の諾

珊二神以来，国民のなじんで来た海域であり，

又神武天皇御東遷の主航路であり，その後も幾

多の歴史の海でもある。従って古来海の大道

で，今尚各種船舶の航行で賑い過密化し，正に

海の心斎橋筋である。又江戸期に入っては，江

戸と長崎とを結ぶ大動脈となり，外国使臣の往

来も繁くなり，特に西国大名の参車交替の水域

で，その座乗する御座船が多数往還したので、あ

る。従って，この海域には大名物といわれる豪

華絢;開たる扉風や巻物の航路図が作られて居

第2表日本全域
り，他の水域で

名 称

方日位本使国覧島々針筋

海路虫程図

里日程本海絵上図湊付並

日本海辺全図

大日本海国針路
里程

日本海辺航路図

航路附船録針
廻 路之図

大日本海岸之図

大日下本海路図
上・

|数陣|装禎|年号|議団長暗記 4荷 考

折畳 江戸後期 010 
臨九号日位本内ト南に豊凶も精田部よ形fをるしよ欠言葉く' 日産同の

1舗手書 一ー からる。

ろし
1舗手書折畳 向上 01-一一 い。方位は図の

1鋪手書折畳 向上 O 

2舗手書折畳 原写文凶享化{(11保5782年01388年) 〉 O 航方位路は蝦図夷の奥方位地に及ぶ。
t主 tこよる。

1舗手書折畳 江戸後期 O O O 

1舗手書折畳 向上 O O 

方位は図の方ー位スによる
1舘i木版折畳 向上 O コγパスロ ライ γを描式

をき些加少味ながらポートラノ
している

4巻手書巻子 明(17和70頃頃) 
4巻中航瀬戸路入内海札一他長巻崎のー
巻なのしみ には

2 $1占木版折本 天(保181432)年 東な南る上・西者北の下み航の2帖入より
。前 路り

は見られない所

である。本水域

の資料は第3表

及び写真第 6~

第10図を参照さ

れたし。これに

特兵なものにつ

き少しく説明を

加えよう。

(1) 瀬戸内海

航路図(仮

題)

本図は文禄2

年(1593)の年

号があり，蜂須

賀藩旧蔵のもの
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第 3表地 方 広 域

名 称 (数|版種|糊|年号| 4首 考

瀬戸内海航路図〈仮〉 1巻手書 巻物 文〈禄15923)年 文日化本庁最初民俗の航資料路館図秋岡文庫蔵

東海道西海道道中図巻 1巻手書 巻物 フロ禄(171502年)写 藤大阪品家よのり長も崎の一を写壱す岐一。対馬の航路入り。

大阪より長崎海上航路図鑑 1巻手書 巻物 宝(1永6735)年 神戸商船大学蔵
瀬
浪瀬戸華城内海海航路図(従赤間関至 天〈保184121年) 上略図) 1舗手書 折畳 神戸商船大学蔵

戸

内
従大阪長崎迄海路図 1巻手書 巻物 江戸後期 神戸商船大学蔵

海
大阪より西国へ海上航路絵図 I巻手書 巻物 江戸中期 神戸商船大学蔵

合 塁塁11海上尽絵図 1巻手書 巻物 宝07麿55頃頃〉ii襲撃鰐議長珍らしい北 道中絵巻物 2巻手書 巻物 寛文頃

九
西海陸細見図 2柏木版 折本 寛文頃 E舟治行海重航量日雷海型書2-41Tの事 E4占語諮ら東海道の方は1'11 . 海瀕舟行図 4帖手書 折本 延(宝16688〉年 がつく。も

最初のの。
長
西国海洋一覧 1帖木版 折本 海瀕舟行図に則る

崎

本61双間曲瀬戸内海航路図 手書 b下風 寛文頃 神戸商船大学蔵。豪華な扉風である。

瀬戸内海航路図

時
手書船扉瓜 寛文頃 豪華な船扉風である。

南海航路図 手書 巻物 寛文頃 南神戸か商ら船西大に学廻蔵り長堺崎迄よのり航四国路南図方を通り九州の

従大阪至江戸海陸之図 1舗手書 折畳

翠ffl洋湊方角之図 1帖木版 折本 一航神諮江戸戸路距扇図方よ面位なり大し阪迄 大日本海路凶東南上の一部

自大阪至江戸海路図解 1舗手書 折畳 大記学入蔵。陸超内大道型路図細地し形。大歪み航路精細。

東 改正東海舟程全図 1舗木版 折畳 天〈保184101)年 三陸の宮古より下回迄の航路図入り

海 新製東海舟程全国 1鋪木版 折畳 弘〈化18425〉年 石巻市鹿島御児神社蔵

答
曹関路図

2巻手書 巻物 江戸後期 2巻本で江式戸に一描大かれ阪の航路図となる日画 ている
大阪より江戸迄海路 1舗手書 折畳 安(17永75頃頃〉 神戸商船大学蔵

陸

方 l巻手書 巻物 神戸商船大学歳

一欝五反王擁り?コゴミ乞I転EヨF;E;tr 国 1巻手書 巻物 神戸商船大学蔵

1巻手書 巻物 神戸商船大学蔵

江戸より伊勢へ海上航路絵図 1巻手書 巻物 神戸商船大学蔵

東海大図之略図 1巻手書 巻物 神戸商船大学蔵

北海湊方角之図 1帖木版 折本 明(和17647〉年 大下関日本よ海り松路前図西迄北の下航路の図入部り
日
北海大回之略図 1巻手書 巻物 神戸商船大学蔵

本 海路図(船頭書〉 1巻手書 巻物 幕末? 因島市立博物館にて見る

海
海路図(船頭書) 1巻手書 巻物 幕末? 塩飽本島本陣跡にて見る

北国西廻海上之図 1巻手書 巻物 岸井澄一氏蔵(神戸商船大学へ寄托)
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で，恐らくは同藩水平用のものであろう。これ

は手書き大型巻物で，現在は文化庁民俗資料館

秋岡文庫蔵となっている。本図には航路も細か

く描かれ，各島島の名称，暗礁の位置迫記され

て居り，現在我が国航路図の最古のものであ

る。その後この種類の航路図が伝写され，その

終点が長崎止りのもの，尚壱岐・対馬に延びる

もの，或いは九州南方の薩摩・大隅に至るもの

があり，現在この種のものが数点知られてい

る。これらの内には，江戸から大阪迫の陸路図

を含めて，江戸より長崎迫の道中図巻となって

いるものもある。

(2) 航路図入り扉風

これには陸上にて使用する普通の扉風と船内

にて使用する船扉風との二種がある。

(i) 普通扉風

神戸商船大学に本間六曲一双の瀬戸内海航

路図の扉風があり，金銀丹碧紺青にて描かれ

た豪華絢欄たるもので誠に珍らしL、。これは

船頭達が使用するものでなく，西国の大名が

参重見交替に際し，その行旅の前後に殿中にて

眺めるものであろう。

(ii) 船扉風(又は吊扉風〉

前記扉風より小さく中又は小型で，矢張り

参観交替時に，船内に持ち込みその御座に飾

るものである。従って船扉風といわれる。し

かし船の事とて動揺に際して倒れないよう

に，天井から吊るようになっているので，一

名吊り肝風ともいわれる。大名達はこれを見

ながら，船外の風光を眺めたり船の位置を知

り，又無明を慰めたりするのであろう。従っ

て前記扉風と同じように豪華なもので，勿論

船頭達の使用するものではない。実際の処，

船頭達は当該航路の事は十分頭に入っている

ので，航路図なんて無用なのである。

(3) 絵巻物

江戸より長崎迫の道中図として，江戸大阪間

は陸路，大阪より長崎迫が海路となっている巻

物があり，これも前記扉風に負けない豪華なも

のがある。これは参親交替の道中，駕龍内又は

船中にて見るものであろう。これも矢張り船頭

達には無関係である。

μ)江戸より長崎戸の道中記

これは前記絵巻物と同様に江戸長崎聞の道中

記で，大阪からは海路となっている。これは普

通のもので豪華なものではない。既に寛文頃

(1665頃〉には木版で刊行されている。

②東海方面(含三陸地方)

東海地方とは大阪から江戸及び三陸方面を含

めての海域で，江戸初期から桧垣廻船・樽廻船

.西廻廻船・東廻廻船等が活躍した航域であ

る。従って航路図が沢山手書きされている。

この中にあって宝暦2年(1750)に南洋湊方

角之図が印刷刊行されている事はうれしい。大

いに利用された事と思う。本航路には各種廻船

が多数就航し繁昌しているが，大名の御座船が

無いので、豪華な図はない。

木航域中特異なものを挙げると，天保11年刊

行の「改正東海舟程全図」である。これは三陸

の宮古から伊豆下回迫のものであるが，これこ

そ航路図らしい立派な航路図である。又神戸商

船大学蔵の「大阪・江戸航路便覧」は手書大型

の折畳式のものであり，地形は随分崩れている

が，航路は精しく記載され航路図としては上出

来である。しかし大型で船内用ではない。

③ 日本海方面

この方面は下関から松前迫の日本海の海域で

ある。この海域は往古奈良時代から拓け，江戸

末期迫は所謂表日本としての航路に当り，江戸

期には北前船や西廻りの廻船が活躍した所であ

る。しかし航路図としての資料は案外少ない。

しかし明和4年(1767)に「北海湊方角之図」

が板行されているので，これが多用されたのか

も知れない。尚本航路には，船頭が筆まめに自

ら描いた航路図がある。これは因島市立図書餌

及び塩飽木島本陣跡にて見た事があるが，これ

は珍らしいと思う。

(3) 地方狭域

地方狭域とは，大阪湾・伊勢湾・東京湾その

他国々の海面のように局地的な水域をいうの

で，幕末各地で多数印行され，手書きのものは

少ない(第 4 表及写真第11~第15参照〕。そも

そもこれら狭域のものは，船頭達にとっては不

用なのである。彼等はこんなものを見なくても

百も承知しているのである。然るに幕末にこの

種のものが，特に大阪湾，東京湾方面のものが
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第4表地方狭域 (1) 日本図と航路

名称|版種|装禎i年号障理|方位| 備 考

船八路筒之州図木版折畳文α久8633〉年 O O 接指窓聞1で1CE広島
入りの海防 ある

我が国では，行基式日本図を脱し

た日本図は，桃山時代から江戸初期

にかけて現われP 航路の記入が増加

f真海一覧木版向上 向上 O O 大海深阪湾入内りのみ。

畿海指掌銅版向上
設元c1治お守元お主年

勢海一覧木版向上

O O 

O O 

寵車聖書内の弘砲車d台s 踏示し精しい。 り
湾図を主として港距を示す
なし

…先づ瀬戸内海次いで九州四国沿

岸へ……して来た。そして幕府撰慶

長日本図では， 日本海側は敦賀以

西，太平洋側は江戸以西である。同

じく正保日本図では各所至る所に航

路が記入されている。しかし両図共

手書きで，特定の人が持ち一般人は

知らないのが実情である。而して一

般市販の日本図では，江戸初期末頃

航金毘路羅図木版向上 幕末 話大にこ陸凶の種語ノば兵のロ庫か航路Fら丸明亀毒石多等にし患山至。陽るF道も添の̂'い
荏航一路一寵図木版向上 向上 O 

海相州辺之浦図賀木版同上 向上 O O 砲台入り，この種のもの多し

多刊されているのは，当時異国船が所々に出没

するので，憂国の土や智識人の海防の為のもの

である。

頼支峯が安政2年(1855) 刊の懐宝輿地図

に，一般にこの種の地図は名所旧跡を訪ねるた

めのものであるが，嘉永甲寅(1854)にロシヤ

の船が大阪に来て人心を騒がせたので，それ以

来国防の見地からこの種地図が流行したとの事

をいっている。

因みに幕末海に面している諸藩では，海防用

に海岸図を作製し， これに海深を記入してい

る。この海深記入は， 航海漁業に必要である

が，多分為政者用と思われる。

。附
1. 我が国の地図と航路

我が国は世界でも屈指の地図多作国で， 日本

図以外に世界図・地方図・国図・道中図等種々

の地図が作られている。総じて，地図というも

のは単に地形を示すだけでなく，その使用目的

によって，政治地図・産業図・地質図等種々あ

るが，一般に使用されるものは，河川|・集落・

道路等のある所謂交通用図である。従って，地

上には人や京の道があるのと同じように，海上

には船の道即ち航路が記入されるのは当然と考

えられる。そこで我が国の殆んどの地図には，

必ずといってもよい程，航路図が入っている。

この地図に航路図を入れるのは，日本独得のも

のらしく，シナや朝鮮の地図には見られないよ

うである。
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迫は依然日本海は敦賀以西，太平洋は江戸以西

で，中期になると日本海方面で、は蝦夷への航路

もボチボチ見られる。所が太平洋方面では，辛

うじて中期以降になって，はじめて江戸より北

方の航路が見られるのである。即ち航路図から

見ると，東日本は西日本よりも大分遅れている

事になる。

江戸中期以降になると，大抵の地図には全面

的に航路入りとなる。しかし伊能忠敬の日本図

には航路がなし、。恰も今の地理院の地図に航路

がないのと同じである。又多販された水戸の地

理学者長久保赤水の大日本輿地路程全図には，

初版の安永8年(1779)版には航路は無いが，

その後の版には沢山入っている。なお，幕末か

ら日本地図に海深入りが現われるようになる。

これは欧米の海図に倣ったものであろう。又江

戸初期及び中期には，その数は少ないが，ポー

トラーノ式日本図が出来ているO

(2) 道中記と航路

島国の我が国では，海上交通が重要で，場所

によっては「速くて近きは海の道なり」といわ

れる位である。江戸中期後流行した旅行用とし

ての海陸の道中記が多数出版され，何れも巨細

に航路が描かれ，旅行者にとっては甚だ便利で

重宝がられた。

(3) 地方図と航路

航路の記入は， 日本図や道中図だけではな

く，前記海域以外の地方即ち蝦夷・東北・四国

.九州、|・沖縄諸島・伊豆諸島小笠原島等の図に

も，細かく航路が記入されている。即ち航路入



り地図である。しかしこれらの地方には，特に

航路図というものがないのでP これらの地図は

航路図の代りを勤めているのであろう。その一

例として写真16図に蝦夷国全図を示す。

2. 我が国に航路図の発達せざる所以

前述のように我が国では，航海者達が利用す

るような航路図が発達しなかった理由は下のよ

うに考えられる。

(1) 鎖国下沿岸航海なりし事

(2) 大体昼間航海で全国的に避難(風待〉港

が到る所にある事

(3) 航路入り地図が多販されている事

(4) 船頭達は幼少の頃より船に乗り，命がけ

で多くの経験を積み，しかも頭がよく勘

がよい事

本稿を草するにあたり，調べてみた所この種

の論文は余り無いので，主として本学並に筆者

蔵の資料により急拠その外廓のみをとりまとめ

たもので甚だ未熟未完である。大方諸賢これを

了せられたし。

尚各航路図の内容については，文の機会に述

べたいと思う。

昭和52年8月稿了
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3. 円本国島々針紡方位便覧

部分図(大阪湾j!1./部)

部分図(関門海峡j!J.を示す)

5.f星組勝針路之岡(コンパスロ ーズライン入り〕

8.改正東海}I}程全図7.瀬戸内海航路図 扉風六曲一双、内半双を示す

(瀬戸内海内方から北九州より長崎に至る)
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